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IFIビジネス・スクール学長　
IMD（スイス・ローザンヌ）　教授　一條　和生

ウェザーニューズの挑戦　80億人情報更新台～世界中に人が天気を味方に～
株式会社ウェザーニューズ代表取締役社長　最高経営責任者　草開　千仁　氏

【オンライン特別対談】
元LVNHジャパン　代表取締役社長　エマニュエル・プラット　氏
一般財団法人ファッション産業人材育成機構　理事長　萩平　勉

女性のキャリアのつくり方～結婚、仕事、子育てすべてを諦めないキャリアをつくる～
ヒラタワークス株式会社　代表取締役社長　平田　静子　氏
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「ものづくり」から見た2030年のファッションビジネス
佐藤繊維株式会社　代表取締役社長／糸作家　佐藤　正樹　氏

時　間 内　　　容 会　場

「舞の間」
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■ 開催要綱
【開催日】　　　2023年7月22日（土）～23日（日）
【会場／宿泊】　ホテルニューオータニ　

〒102-8578
東京都千代田区紀尾井町4-1
TEL：03-3625-1111（代）

【対　象】　　　経営者・経営幹部役員及び、役員候補の方
【定　員】　　　40名
【受講料】　　　おひとり様　242,000円（消費税込）

※7月22日の宿泊費および22日昼から
　23日昼までの食事代を含みます

本年度は、ジェンダーギャップ解消の試みと
して女性の受講者様を優遇させていただき
下記の価格にてご招待いたします
女性受講者様
おひとり様　194,000円（消費税込）
女性幹部候補の方のご参加を歓迎いたします

■ お申込方法
①ホームページより
https://www.ifi.or.jp/course/executive.html

②Eメール
　別添の申込書に所定の事項を
　ご記入の上PDFにてお送り
　ください
　【送信先】　nagai@ifi.or.jp

③ファックス
　別添の申込書に所定の事項をご記入の上お送り
　ください
　【送信先】　03-5610-5710（FAX）

■ お問い合わせ
一般財団法人ファッション産業人材育成機構
IFIビジネス・スクール「エグゼクティブ・コース」　

　【担当】　永井
Eメール　nagai@ifi.or.jp
TEL　　 03-5610-5701（代）

2023エグゼクティブ・コース
のご案内

第26回テーマ

「再び始まる経営者の時代」

■ 会場のご案内
ホテルニューオータニ　ザ・メイン　アーケード階（地下1階）
宴会場「舞の間」にお越しください

財団法人ファッション産業人材育成機構　設立
IF Iビジネス・スクール開校（学長　山中鏆）
尾原蓉子学長就任
IF I総合研究所設立、大学講座・カスタムメイドプログラム　スタート
eラーニング講座スタート
「IF I繊維ファッションビジネス研究会」発足、第1回研究会を開催
エグゼクティブ・フォーラム「日本のファッションを元気にする会」
第1回開催
一條和生学長、花崎淑夫名誉学長就任
財団設立25周年　IF Iビジネス・スクール開講20周年「感謝の集い」
財団設立30周年　IF Iビジネス・スクール開講25周年

日本のファッション・ビジネスの次代を拓く「人材」を育成します

■ IFIビジネス・スクールの歴史
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2000年
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2022年

■ 7月23日（日）

9：30 はじめに

時　間 内　　　容

2023年　7/22（土）・23（日）
於：ホテルニューオータニ

■　スケジュール　■ ■　ご　案　内　■

■　IF Iビジネス・スクールについて　■

　グローバル化、技術革新、消費者のライフスタイルの多様化など、ファッション産業を取り巻く環境は、目
まぐるしいスピードで変化しつづけています。こうした時代の変化に対応し、国際的な視野を持つプロフェッ
ショナルな人材を育成するため、国、自治体、業界の企業の支援を受け、一般財団法人ファッション産業育成
機構が設立されました。IFIビジネス・スクールは、この財団法人が運営する、世界でもユニークなビジネス・
スクールです。
　実際のビジネスを体で覚える「実学」の精神を基本に、モノ作りから小売に至るまでの全般に通じる業界の
リーダーとなる人材の育成を通じ、繊維ファッション業界の発展に貢献します。

オープニング・セッション

理事長　萩平　勉

学長　一條　和生

学長　一條　和生

学長　一條　和生

佐藤　正樹　氏 ＊ 一條学長



「再び始まる経営者の時代」

拝啓
　時下ますますご清栄の事お慶び申し上げます。
　今ビジネススクールの重要性が再認識されております。先行きが見えない時代、自分が
直面した事が無い事態に直面している時代だからこそ、異分野の情報も含めた多くの知識を
持っていることが的確な判断を下せる力となります。
　加えて現代は、その組織が多様な人財、個性を生かすことでイノベーションを生み出し、
価値創造に繋げているか否かが会社の存続・成長の重要なカギとなります。
　当コースでは本年より、意思決定の重職を目指す女性管理職に広く門戸開放すべくサービ
スを提供いたします。詳しくは裏面の「ご案内・開催要綱」をご確認ください。

敬具

第26回　エグゼクティブ・コースのテーマ
「再び始まる経営者の時代」

　2023年１月、イギリスのBBCのサイトに「日本はかつて未来の星だったが、今や過去に
浸っている」という記事が掲載されました。「失われた30年」と称されるように、日本が変
革を拒んでいるために、このままでは今や世界にとってどうでもいい存在になってしまうと
いう記事でした。このような警告の声は、これまでどれだけ発せられたことでしょうか。し
かし依然として変革の機運は必ずしも高まりません。ファッション産業もその例外ではあり
ません。
　このような閉塞状況から脱する鍵は経営者です。予測し得ない変革が起こり、従来の常識
が覆される時代。そのような時代には、自社にとって正しい解を主体的に見つけることので
きる経営者、自社にとって正しい解を見つけるための正しい問いを見つけることのできる経営
者が求められます。そのような経営者なくして、閉塞状況からの脱却はありません。
　2024年のエグゼクティブ・コースは、真の経営者が集い、未来に対する希望を語り合い、
自信を持ってその実現に踏み出す場とします。こぞってご参加ください。

一般財団法人ファッション産業人材育成機構
IFIビジネス・スクール学長
IMD（スイス・ローザンヌ） 教授

一橋大学大学院社会学研究科、ミシガン大学経営大学院卒
経営学博士（ミシガン大学）
一橋大学大学院社会学研究科教授、経営管理研究科教授を経て、一橋大学
名誉教授。現在、IMD（スイス、ローザンヌ）教授
専攻は組織論（知識創造論）、リーダーシップ、企業変革論
現在、IFIファッションビジネス・スクール学長と並んで、株式会社シマノ社外取
締役など4社での社外取締役、日本ナレッジマネジメント学会会長も務める。

一般財団法人ファッション産業人材育成機構　理事長

ウェザーニューズの挑戦　80億人情報更新台
～世界中の人が天気を味方に～
　ウェザーニューズは、創業のきっかけとなった海難事故から、船乗りの命を守りたいいざというと
きに人の役に立ちたい、という思いで1986年に創業。
　新規事業提案は、How muchからではなく、How wonderfulから始めることを合言葉に、これま
での挑戦や現在進めている気候変動への取り組みについても紹介します。
　また、創業以来、大事にしている3つの文化や今後の経営テーマについてもお話します。

草開　千仁（くさびらき・ちひと）　　株式会社ウェザーニューズ　代表取締役社長　最高経営責任者
1965年東京都生まれ、1987年青山学院大学理工学部物理学科を卒業後、
ウェザーニューズ創業者　石橋博良氏が設立した株式会社ウェザーニューズに入社。
営業本部CSS事業部長、営業総本部航空事業部長、防災・航空事業本部長などを経て、
1996年に取締役就任、1997年に常務取締役、1999年に代表取締役社長を経て、2006年に代表取締役社長から現職。

IFIビジネス・スクール
第26回　エグゼクティブ・コース

■　プログラム　■

【オンライン特別対談】
　長きに渡り、LMVHグループの日本法人社長を務められ、日本のファッ
ションビジネスに対しての良き理解者でおられるエマニュエル・プラット
氏。今回は、南仏ご滞在の合間にお時間を頂き、リモートでご参加いただ
きます。
　弊財団理事長・萩平との対談を通して、日本のファッション・ビジネスに
対して厳しくも、思い入れの深いご提言を頂きます。

エマニュエル・プラット　　LVMH　モエヘネシー・ルイ　ヴィトン・ジャパン　元　代表取締役社長
1948年、フランス・パリ生まれ。1984～2020年、LVMH　モエヘネシー・ルイヴィトンで要職を歴任。
1988～2013年、LMVHジャパン株式会社代表取締役社長。日本在住は通算46年。
2014年パリに戻った後は、LMVHジャパン株式会社及びルイ・ヴィトンジャパン株式会社の取締役を兼務しながら、
LVMH SA-Parisのシニアアドバイザーを務める（2014～2020）。
現、EP Luxe Cinsulting 社長。在日フランス商工会議所名誉会頭。国家勲章シュヴァリエ、旭日中綬章、叙勲。

■　I F I より　■

　平素は、一般財団法人ファッション産業人材育成機構・IFIビジネススクールにご高配を賜り厚く御礼
申し上げます。日本経済もアフターコロナに向かってしっかり動き始め、売上も回復基調に乗ってまいり
ました。そうした環境の中で経営トップ・役員の方 と々素晴らしい登壇者を交えて「ファッション産業」に
ついて語り合えることは何事にも代がたいことだと思います。
　当コースが、貴社のイノベーション推進のきっかけとなり、業界のますますの発展につながることを願っ
ています。ご多忙とは存じますが万障お繰り合わせの上、当セミナーへの皆様のご参加をお待ちしており
ます。
　尚、政府からも「リスキリングに5年間で1兆円」、「人的資本の開示義務」等、社員教育・人材育成に
一歩踏み込んだ提案がなされており、当IFIビジネススクールといたしましても、一層講座の充実に取り組

んでまいりますので、今後ともご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

「ものづくり」から見た2030年のファッションビジネス
　佐藤繊維株式会社は、1932年創業で昨年90周年を迎えました。当社は、糸の開発からニット
製造まで一貫生産体制を敷き、流通まで手掛ける総合製造メーカーです。
　世界のファッションビジネスが大きく変化する中、「ものづくり」を進化させながら世の中にな
い新しいスタイルを構築し、世界とビジネスを行ってきました。
　なぜ佐藤繊維は生き残れたのか、また「ものづくり」の立場から見た2030年のファッションビ
ジネスをお話させていただきます。

佐藤　正樹（さとう・まさき）　　佐藤繊維株式会社　代表取締役社長／糸作家
1966年山形県寒河江市生まれ。文化服装学院を卒業後、アパレルメーカーに勤務。92年に佐藤繊維に入社し家業を継承、
2005年に代表取締役社長に就任。
糸づくりからニットの仕上げに至るすべての工程において「ものづくり」にこだわり、独創的な製品を世界に向けて発信し、
付加価値の高い自社ブランドを確立。
欧米の一流ブランドに糸を供給するまでに成長し、ニットを消費者に直接訴求する流通を開拓した。
山形県ニット工業組合及び日本ニット工業組合連合会の理事長を務めながら、寒河江市観光物産協会長にも就任し、地域
経済の活性化にも取り組む。

明治大学短期大学を卒業後、1969年に株式会社フジテレビジョンに入社。
84年に株式会社扶桑社に出向し、宣伝部を経て書籍編集部の編集長となり、『アメリカインディアンの教え』など数々のベ
ストセラーを生み出す。
2000年には累計400万部の大ヒット作となった『チーズはどこへ消えた？』を手掛けた。
その後、執行役員、取締役、常務取締役などを歴任。2010年3月に退職後、自らの会社、ヒラタワークス株式会社を設立
し、主に出版プロデュースなどを行なっている。
また、自然栽培農法を普及していく仕組み作りの会社plow days株式会社の代表取締役。株式会社アマナの社外取締役。
明治大学の最高意思決定機関である評議員にも就任している。

女性のキャリアのつくり方
～結婚、仕事、子育て全てを諦めないキャリアをつくる～
　女性活用、女性活躍と叫ばれて、久しいが、相変わらず日本の多くの企業が女性をどう活かして仕事
を推進してもらうのか、まだまだ悩みの中にいるのではないだろうか。
　超エリートでもない、キャリア思考も全く無かった普通のOLが、フジテレビ入社後、出向先の扶桑社
で編集長を経、フジサンケイグループ初の女性取締役に。
　なぜそんなことが可能になったのか。その原動力は何だったのか。それをひもとくことがこれからの女
性活用のヒントになるのではないか。

平田　静子（ひらた・しずこ）　　ヒラタワークス株式会社　代表取締役社長

務取締役、1999年に代表取締役社長を経て、2006年に代表取締役社長から現職。
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1996年に取締役就任、1997年に常務取締役、1999年に代表取締役社長を経て、2006年に代表取締役社長から現職。

IFIビジネス・スクール
第26回　エグゼクティブ・コース

■　プログラム　■

【オンライン特別対談】
　長きに渡り、LMVHグループの日本法人社長を務められ、日本のファッ
ションビジネスに対しての良き理解者でおられるエマニュエル・プラット
氏。今回は、南仏ご滞在の合間にお時間を頂き、リモートでご参加いただ
きます。
　弊財団理事長・萩平との対談を通して、日本のファッション・ビジネスに
対して厳しくも、思い入れの深いご提言を頂きます。

エマニュエル・プラット　　LVMH　モエヘネシー・ルイ　ヴィトン・ジャパン　元　代表取締役社長
1948年、フランス・パリ生まれ。1984～2020年、LVMH　モエヘネシー・ルイヴィトンで要職を歴任。
1988～2013年、LMVHジャパン株式会社代表取締役社長。日本在住は通算46年。
2014年パリに戻った後は、LMVHジャパン株式会社及びルイ・ヴィトンジャパン株式会社の取締役を兼務しながら、
LVMH SA-Parisのシニアアドバイザーを務める（2014～2020）。
現、EP Luxe Cinsulting 社長。在日フランス商工会議所名誉会頭。国家勲章シュヴァリエ、旭日中綬章、叙勲。

■　I F I より　■

　平素は、一般財団法人ファッション産業人材育成機構・IFIビジネススクールにご高配を賜り厚く御礼
申し上げます。日本経済もアフターコロナに向かってしっかり動き始め、売上も回復基調に乗ってまいり
ました。そうした環境の中で経営トップ・役員の方 と々素晴らしい登壇者を交えて「ファッション産業」に
ついて語り合えることは何事にも代がたいことだと思います。
　当コースが、貴社のイノベーション推進のきっかけとなり、業界のますますの発展につながることを願っ
ています。ご多忙とは存じますが万障お繰り合わせの上、当セミナーへの皆様のご参加をお待ちしており
ます。
　尚、政府からも「リスキリングに5年間で1兆円」、「人的資本の開示義務」等、社員教育・人材育成に
一歩踏み込んだ提案がなされており、当IFIビジネススクールといたしましても、一層講座の充実に取り組

んでまいりますので、今後ともご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

「ものづくり」から見た2030年のファッションビジネス
　佐藤繊維株式会社は、1932年創業で昨年90周年を迎えました。当社は、糸の開発からニット
製造まで一貫生産体制を敷き、流通まで手掛ける総合製造メーカーです。
　世界のファッションビジネスが大きく変化する中、「ものづくり」を進化させながら世の中にな
い新しいスタイルを構築し、世界とビジネスを行ってきました。
　なぜ佐藤繊維は生き残れたのか、また「ものづくり」の立場から見た2030年のファッションビ
ジネスをお話させていただきます。

佐藤　正樹（さとう・まさき）　　佐藤繊維株式会社　代表取締役社長／糸作家
1966年山形県寒河江市生まれ。文化服装学院を卒業後、アパレルメーカーに勤務。92年に佐藤繊維に入社し家業を継承、
2005年に代表取締役社長に就任。
糸づくりからニットの仕上げに至るすべての工程において「ものづくり」にこだわり、独創的な製品を世界に向けて発信し、
付加価値の高い自社ブランドを確立。
欧米の一流ブランドに糸を供給するまでに成長し、ニットを消費者に直接訴求する流通を開拓した。
山形県ニット工業組合及び日本ニット工業組合連合会の理事長を務めながら、寒河江市観光物産協会長にも就任し、地域
経済の活性化にも取り組む。

明治大学短期大学を卒業後、1969年に株式会社フジテレビジョンに入社。
84年に株式会社扶桑社に出向し、宣伝部を経て書籍編集部の編集長となり、『アメリカインディアンの教え』など数々のベ
ストセラーを生み出す。
2000年には累計400万部の大ヒット作となった『チーズはどこへ消えた？』を手掛けた。
その後、執行役員、取締役、常務取締役などを歴任。2010年3月に退職後、自らの会社、ヒラタワークス株式会社を設立
し、主に出版プロデュースなどを行なっている。
また、自然栽培農法を普及していく仕組み作りの会社plow days株式会社の代表取締役。株式会社アマナの社外取締役。
明治大学の最高意思決定機関である評議員にも就任している。

女性のキャリアのつくり方
～結婚、仕事、子育て全てを諦めないキャリアをつくる～
　女性活用、女性活躍と叫ばれて、久しいが、相変わらず日本の多くの企業が女性をどう活かして仕事
を推進してもらうのか、まだまだ悩みの中にいるのではないだろうか。
　超エリートでもない、キャリア思考も全く無かった普通のOLが、フジテレビ入社後、出向先の扶桑社
で編集長を経、フジサンケイグループ初の女性取締役に。
　なぜそんなことが可能になったのか。その原動力は何だったのか。それをひもとくことがこれからの女
性活用のヒントになるのではないか。

平田　静子（ひらた・しずこ）　　ヒラタワークス株式会社　代表取締役社長

務取締役、1999年に代表取締役社長を経て、2006年に代表取締役社長から現職。



「再び始まる経営者の時代」
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　当コースでは本年より、意思決定の重職を目指す女性管理職に広く門戸開放すべくサービ
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■ 7月22日（土）
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本日のまとめ
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懇親会

IFIビジネス・スクール学長　
IMD（スイス・ローザンヌ）　教授　一條　和生

ウェザーニューズの挑戦　80億人情報更新台～世界中に人が天気を味方に～
株式会社ウェザーニューズ代表取締役社長　最高経営責任者　草開　千仁　氏

【オンライン特別対談】
元LVNHジャパン　代表取締役社長　エマニュエル・プラット　氏
一般財団法人ファッション産業人材育成機構　理事長　萩平　勉

女性のキャリアのつくり方～結婚、仕事、子育てすべてを諦めないキャリアをつくる～
ヒラタワークス株式会社　代表取締役社長　平田　静子　氏

時　間 内　　　容 会　場

「舞の間」

「舞の間」

「翔の間」

「翔の間」

学長　一條　和生

理事長　萩平　勉

■ 7月23日（日）
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「ものづくり」から見た2030年のファッションビジネス
佐藤繊維株式会社　代表取締役社長／糸作家　佐藤　正樹　氏

時　間 内　　　容 会　場

「舞の間」

「舞の間」

「翔の間」

「翔の間」

■ 開催要綱
【開催日】　　　2023年7月22日（土）～23日（日）
【会場／宿泊】　ホテルニューオータニ　

〒102-8578
東京都千代田区紀尾井町4-1
TEL：03-3625-1111（代）

【対　象】　　　経営者・経営幹部役員及び、役員候補の方
【定　員】　　　40名
【受講料】　　　おひとり様　242,000円（消費税込）

※7月22日の宿泊費および22日昼から
　23日昼までの食事代を含みます

本年度は、ジェンダーギャップ解消の試みと
して女性の受講者様を優遇させていただき
下記の価格にてご招待いたします
女性受講者様
おひとり様　194,000円（消費税込）
女性幹部候補の方のご参加を歓迎いたします

■ お申込方法
①ホームページより
https://www.ifi.or.jp/course/executive.html

②Eメール
　別添の申込書に所定の事項を
　ご記入の上PDFにてお送り
　ください
　【送信先】　nagai@ifi.or.jp

③ファックス
　別添の申込書に所定の事項をご記入の上お送り
　ください
　【送信先】　03-5610-5710（FAX）

■ お問い合わせ
一般財団法人ファッション産業人材育成機構
IFIビジネス・スクール「エグゼクティブ・コース」　

　【担当】　永井
Eメール　nagai@ifi.or.jp
TEL　　 03-5610-5701（代）

2023エグゼクティブ・コース
のご案内

第26回テーマ

「再び始まる経営者の時代」

■ 会場のご案内
ホテルニューオータニ　ザ・メイン　アーケード階（地下1階）
宴会場「舞の間」にお越しください

財団法人ファッション産業人材育成機構　設立
IF Iビジネス・スクール開校（学長　山中鏆）
尾原蓉子学長就任
IF I総合研究所設立、大学講座・カスタムメイドプログラム　スタート
eラーニング講座スタート
「IF I繊維ファッションビジネス研究会」発足、第1回研究会を開催
エグゼクティブ・フォーラム「日本のファッションを元気にする会」
第1回開催
一條和生学長、花崎淑夫名誉学長就任
財団設立25周年　IF Iビジネス・スクール開講20周年「感謝の集い」
財団設立30周年　IF Iビジネス・スクール開講25周年

日本のファッション・ビジネスの次代を拓く「人材」を育成します

■ IFIビジネス・スクールの歴史
1992年
1998年
1999年
2000年
2006年
2011年
2013年

2014年
2017年
2022年

■ 7月23日（日）

9：30 はじめに

時　間 内　　　容

2023年　7/22（土）・23（日）
於：ホテルニューオータニ

■　スケジュール　■ ■　ご　案　内　■

■　IF Iビジネス・スクールについて　■

　グローバル化、技術革新、消費者のライフスタイルの多様化など、ファッション産業を取り巻く環境は、目
まぐるしいスピードで変化しつづけています。こうした時代の変化に対応し、国際的な視野を持つプロフェッ
ショナルな人材を育成するため、国、自治体、業界の企業の支援を受け、一般財団法人ファッション産業育成
機構が設立されました。IFIビジネス・スクールは、この財団法人が運営する、世界でもユニークなビジネス・
スクールです。
　実際のビジネスを体で覚える「実学」の精神を基本に、モノ作りから小売に至るまでの全般に通じる業界の
リーダーとなる人材の育成を通じ、繊維ファッション業界の発展に貢献します。

オープニング・セッション

理事長　萩平　勉

学長　一條　和生

学長　一條　和生

学長　一條　和生

佐藤　正樹　氏 ＊ 一條学長



■ 7月22日（土）

10：00

10：00～10：10

10：10～10：40

10：40～12：00

12：00～13：10

13：10～14：30

14：45～16：05

16：20～17：40

17：40～18：00

18：00～

19：00～

受講生集合

挨拶／ガイダンス

自己紹介

はじめに

セッション１

昼食

セッション２

セッション3

セッション4

本日のまとめ

チェックイン

懇親会

IFIビジネス・スクール学長　
IMD（スイス・ローザンヌ）　教授　一條　和生

ウェザーニューズの挑戦　80億人情報更新台～世界中に人が天気を味方に～
株式会社ウェザーニューズ代表取締役社長　最高経営責任者　草開　千仁　氏

【オンライン特別対談】
元LVNHジャパン　代表取締役社長　エマニュエル・プラット　氏
一般財団法人ファッション産業人材育成機構　理事長　萩平　勉

女性のキャリアのつくり方～結婚、仕事、子育てすべてを諦めないキャリアをつくる～
ヒラタワークス株式会社　代表取締役社長　平田　静子　氏

時　間 内　　　容 会　場

「舞の間」

「舞の間」

「翔の間」

「翔の間」

学長　一條　和生

理事長　萩平　勉

■ 7月23日（日）

9：30

9：40～11：00

11：15～11：55

11：55～13：00

13：00～15：00

15：10～15：40

15：50～16：00

16：00

はじめに

セッション5

トーク・セッション

昼食

セッション6

ディスカッション

まとめ

閉講

記念写真撮影

クロージング・セッション

「ものづくり」から見た2030年のファッションビジネス
佐藤繊維株式会社　代表取締役社長／糸作家　佐藤　正樹　氏

時　間 内　　　容 会　場

「舞の間」

「舞の間」

「翔の間」

「翔の間」

■ 開催要綱
【開催日】　　　2023年7月22日（土）～23日（日）
【会場／宿泊】　ホテルニューオータニ　

〒102-8578
東京都千代田区紀尾井町4-1
TEL：03-3625-1111（代）

【対　象】　　　経営者・経営幹部役員及び、役員候補の方
【定　員】　　　40名
【受講料】　　　おひとり様　242,000円（消費税込）

※7月22日の宿泊費および22日昼から
　23日昼までの食事代を含みます

本年度は、ジェンダーギャップ解消の試みと
して女性の受講者様を優遇させていただき
下記の価格にてご招待いたします
女性受講者様
おひとり様　194,000円（消費税込）
女性幹部候補の方のご参加を歓迎いたします

■ お申込方法
①ホームページより
https://www.ifi.or.jp/course/executive.html

②Eメール
　別添の申込書に所定の事項を
　ご記入の上PDFにてお送り
　ください
　【送信先】　nagai@ifi.or.jp

③ファックス
　別添の申込書に所定の事項をご記入の上お送り
　ください
　【送信先】　03-5610-5710（FAX）

■ お問い合わせ
一般財団法人ファッション産業人材育成機構
IFIビジネス・スクール「エグゼクティブ・コース」　

　【担当】　永井
Eメール　nagai@ifi.or.jp
TEL　　 03-5610-5701（代）

2023エグゼクティブ・コース
のご案内

第26回テーマ

「再び始まる経営者の時代」

■ 会場のご案内
ホテルニューオータニ　ザ・メイン　アーケード階（地下1階）
宴会場「舞の間」にお越しください

財団法人ファッション産業人材育成機構　設立
IF Iビジネス・スクール開校（学長　山中鏆）
尾原蓉子学長就任
IF I総合研究所設立、大学講座・カスタムメイドプログラム　スタート
eラーニング講座スタート
「IF I繊維ファッションビジネス研究会」発足、第1回研究会を開催
エグゼクティブ・フォーラム「日本のファッションを元気にする会」
第1回開催
一條和生学長、花崎淑夫名誉学長就任
財団設立25周年　IF Iビジネス・スクール開講20周年「感謝の集い」
財団設立30周年　IF Iビジネス・スクール開講25周年

日本のファッション・ビジネスの次代を拓く「人材」を育成します

■ IFIビジネス・スクールの歴史
1992年
1998年
1999年
2000年
2006年
2011年
2013年

2014年
2017年
2022年

■ 7月23日（日）

9：30 はじめに

時　間 内　　　容

2023年　7/22（土）・23（日）
於：ホテルニューオータニ

■　スケジュール　■ ■　ご　案　内　■

■　IF Iビジネス・スクールについて　■

　グローバル化、技術革新、消費者のライフスタイルの多様化など、ファッション産業を取り巻く環境は、目
まぐるしいスピードで変化しつづけています。こうした時代の変化に対応し、国際的な視野を持つプロフェッ
ショナルな人材を育成するため、国、自治体、業界の企業の支援を受け、一般財団法人ファッション産業育成
機構が設立されました。IFIビジネス・スクールは、この財団法人が運営する、世界でもユニークなビジネス・
スクールです。
　実際のビジネスを体で覚える「実学」の精神を基本に、モノ作りから小売に至るまでの全般に通じる業界の
リーダーとなる人材の育成を通じ、繊維ファッション業界の発展に貢献します。

オープニング・セッション

理事長　萩平　勉

学長　一條　和生

学長　一條　和生

学長　一條　和生

佐藤　正樹　氏 ＊ 一條学長
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